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災害実動訓練を実施しての初期対応の評価

独立行政法人　地域医療機能推進機構　諫早総合病院

　　内視鏡センター　〇脇坂　志帆、佐藤　　唯、谷口　侑里

　　　　　　　　　　　吉田絵梨子、福島　友美、福島　昌子

　　　　　　　　　　　一瀬　幸子

【はじめに】
　日本は他国と比べて自然災害の多い国であり、災害による被害を軽減するために様々な防災対策が
求められる。Ａ病院内視鏡センターでは、災害机上訓練の実施、アクションカード（以下ＡＣ）、被
災状況報告書の作成を行ってきたが、実際に災害が起こった時に活用できるかの検証は行っていなか
った。そこで今回、災害実動訓練を実施し評価を行ったので報告する。

【目　的】
　ＡＣと被災状況報告書を使用した災害実動訓練を行い、迅速な初期対応の確立に繋げる。

【方　法】
　震度５の状況を設定し、スタッフ６名（看護師５名、医師１名）で災害発生から一時避難までの実
動訓練を行った。実動訓練直後にＡＣと被災状況報告書を活用できたか、不足がないかディスカッシ
ョンを行った。その後看護師５名に実動訓練中の行動に関する自己評価を記載してもらい分析を行っ
た。

【結　果】
　ディスカッションでは、「検査室担当看護師用ＡＣに沿って初期対応、被災・検査状況の情報共有
が行えた。」、「初期対応が慌てずに行えるよう受付看護師や外回り看護師用のＡＣも必要。」との意見
が出た。
　災害実動訓練中の行動に関する自己評価では「概ねできた」「よくできた」のみであり、内視鏡セ
ンター経験年数による差異はなかった。自由記載には情報共有を更に円滑にするためにＡＣの改善点
が挙げられた。意見を基に、検査室担当看護師用ＡＣ・被災状況報告書の修正と、受付看護師用・外
回り看護師用ＡＣを新たに作成した。

【考　察】
　今回行った災害実動訓練の自己評価では経験年数に差異がなかったことから、災害時の初期対応に
はＡＣが有用であったと考える。災害時の状況や行動について一人一人がイメージし考えることがで
きたため、ＡＣに対する改善点が多く出された。今後、様々な状況を想定した訓練を重ね、ＡＣを見
直していくことで、初期対応を確立できると考える。

【結　論】
１．ＡＣを使用することで経験年数に関わらず迅速な初期対応ができた。
２．検査室担当看護師用ＡＣ・被災状況報告書の修正が必要だった。
３．新たに受付看護師・外回り看護師用ＡＣが作成できた。
４．迅速な初期対応のためには定期的な実動訓練の実施、ＡＣの見直しが必要である。
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